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腹し，肺，肝，腸管を開いて成虫を検査する一方糞便検

査も併せ行なった．

アフリカマイマイおよびヤマヒタチオピからの第３期

幼虫の検査は個体毎に貝の殼長，殼幅を計測した後，殻

を取り除き軟体部を細かく切りきざんで１％塩酸ペプシ

ン液による消化法で37～40°Ｃの孵卵器内に約30分間放

置し，ガーゼで濾過し，遊出した第３期幼虫の有無を調

べた．オナジマイマイモドキおよびスジエピ類は10個体

を１群とし，同様の方法で検査した．

成績および考察

本調査では広東住血線虫の検出を目的とし住家性ネズ

ミ類とその中間宿主のアフリカマイマイおよびその他の

陸産貝類，スジエピ類からの検出を行った．

１）ネズミ類からの検出状況：

捕獲されたネズミ類は父島と異なりドブネズミＲａｚ‐

、Ｓ〃o7Uegic"ＳとオガサワラハツカネズミＭｂＪＳ'"zzS‐

α`んｓ６ｏ"/"e"sｉｓの２種であった．ドブネズミは母島沖

村の工事現場の宿舎，炊事場周辺および診療所近くの小

川周辺で捕獲の35頭（雄22頭，雌13頭）でオガサワラハ

ツカネズミは雄１頭であった（Fig.１)．

さきに堀ら（1973）は父島で捕獲のクマネズミから本

線虫を検出したが今回調査のドブネズミおよびオガサワ

ラハツカネズミからは全く検出されなかった．しかしド

ブネズミから他の寄生蠕虫類５種（線虫３種，条虫２種

が検出された．すなわち，腸管から線虫３種，Ｍ〃Cs‐

’７０"gyZ"Ｓ６γαSiZie"siS，ＳＺ７ｏ"gyZoicJCSmtZiおよび

Ｔγ/c伽γisl""アノｓが検出され，条虫２種，うち腸管から

1種，Ｈｙ"ze"oZ"iMi,"i""α,肝から１種CbMceγＣＨＳ

/Jzsciomγｉｓが検出された．オガサワラハツカネズミか

らは冑から線虫１種P7orosp〃z〃α，"ｚＷｓが検出された

(Tableｌ)．

小笠原諸島における広東住血線虫に関する調査は父島

においては佐々ら(1969)，堀ら(1973)が行っているが母

島における本線虫の調査はない．

われわれは東京都の依頼を受けて父島での調査に引続

き1973年６月，主として母島における広東住血線虫の調

査を行なう機会を得た．本調査では母島における住家性

ネズミ類およびその中間宿主であるアフリカマイマイ

ＡｃＡａｚｉ"α九Jｊｃａについて広東住血線虫の検索を目的と

し，その他父島，母島におけるアフリカマイマイ以外の

陸産貝類および川に生息するエビ類からの調査，また父

島および母島の住民についての健康調査をアンケートに

より行ない，その－部としてアフリカマイマイの摂食状

況を調査した．今回の調査により母島産のアフリカマイ

マイから本線虫幼虫が検出され，その他２，３の知見が

得られたので報告する．

調査地

小笠原諸島母島は父島よりさらに南へ50kｍ離れ，北

緯26.33分，東経142度07分に位置し母島列島中最も大き

く，南北11kｍ，東西２～４ｋｍの南北に長い島である．

山陵は南北に走り南部は比較的平坦な丘陵地となり，周

囲は北部と沖港を除いてはほとんど急峻な崖となってい

る．気候は父島に類似し四季温暖多湿の海洋』性気候とい

われる．1968年６月日本に返還され，沖村が住宅地域と

なっている（Fig.１)．

材料および方法

調査は1973年６月に行なった．ネズミ類の捕獲はバネ

板式（パチンコ）を用い，一部生捕用金網籠を用いた．

餌はサツマイモを用いて設置した．捕獲したネズミの一

部は生のまま，また－部は10％ホルマリン水に浸してお

いた材料について検査した．ネズミ類の検査は開胸，開

（６０）
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ヒタチオピEzJgmMi"αγoseaは父島大村で，スジエ

ピ類Ｐａｍｅ",o〃ｓＰは父島八ツ瀬川下口で採集した

(Fig.１)．

これら陸産貝類やスジエピ類からの第３期幼虫の検出

状況はＴａｂｌｅ２に示したようにアフリカマイマイ171

個体中11個体（陽性率6.4％）からのみ検出された．検

査したアフリカマイマイの大きさは殼長10.5ｃｍ～２０

ｃｍ,殻幅4.8ｃｍ～1.2ｃｍであった．検出された第３期

幼虫20匹を計測した結果,体長平均，0.5ｍｍ(0.47ｍｍ～

0.53ｍｍ)，体幅平均0.03ｍｍ(0.02ｍｍ～0.03ｍｍ）で形

態学的に特徴のあるＡ"giost7o"gyZz`Ｓｃα，zZo"e'Ｍの

第３期幼虫に一致した（Table３)．陽性率を殼長別にみ

るとＴａｂｌｅ４に示したように大部分の陽性貝は殻長５

ｃｍ～８ｃｍで陽性率平均7.1％であった．陽性貝１個体

宛の保有第３期幼虫数は平均133.5匹で最高447匹であっ

た．先に堀らは父島で採集のアフリカマイマイから高率

に第３期幼虫を検出し，好適な中間宿主とした．また殻

長別にみて父島での陽性率とほぼ同様の傾向がみられた

が父島に比し低率であった．母島で採集のオナジマイマ

イモドキはオナジマイマイＢγα`Ｍａｅ"αsi〃んγｉｓの近

似種でこのオナジマイマイはAlicata（1965）によれば

クック島やニューカレドニアで第３期幼虫の自然感染が

認められているという．しかしオナジマイマイモドキ

(殻長1.3ｃｍ～0.7ｃｍ）３０個体からは本線幼虫は検出され

なかった．また父島大村で採集のヤマヒタチオピは食蝸

牛性の小型のカタツムリで1955年頃米国フロリダ産のも

のがアフリカマイマイ防除のために導入された種である

と云われ(長谷川，1969)，Alicataによれば米国ルイジー

アナで実験を行ない実験的中間宿主になると云う．しか

し今回はこの種(殻長6.9ｃｍ～3.1ｃｍ)４個体から本線虫

幼虫は検出されなかった．また父島八ツ瀬川下口で採集

、
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２）アフリカマイマイ，その他の陸産およびスジエビ

類からの第３期幼虫検出状況：

アフリカマイマイは本線虫の中間宿主として知られ，

父島にも多数常在しているが母島にも常在している．そ

の密度は父島に比し低いと云われている．今回は沖村宿

舎周辺で夜間に採集した．その他オナジマイマイモドキ

ＢｒａＣＭａｅ"α０ｃｍ"icaHz6e，1962は母島沖村で，ヤマ
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Table21ncidenceofthe3rd-stagelａｒｖａｅｏｆＡ．ｃα"２０"c'2sisamonglandsnailsandfreshwater

shrimpscollectedinthevariousareasofChichi-jimaandHaha-jima、OgasawaraIslands

Ｎｏ．

examined

NQ

positive

Percent

positive
Locality Species
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のスジエピ類はテナガエビ類の近縁種で，Alicataによ

るとこのテナガエピ類は本線虫の人への感染に関連があ

ると述べている．今回採集の場所はアフリカマイマイか

ら高率に検出された場所であるがこの種（殻長3.6ｃｍ～

3.2ｃｍ）180個体からは検出されなかった．

３）住民のアフリカマイマイ摂食状況：

父島および母島で小，中，高生徒および一般住民につ

いて健康調査の一部としてアフリカマイマイの摂食状況

をアンケートにより調査した．回答者は父島で276名，

母島で26名でその結果はＴａｂｌｅ５に示した．アフリカ

マイマイを食べた経験のある人は父島で７名（2.5％)，

母島で３名(11.6％)の計10名（3.3％）であった．何れも

30歳台後半より高年齢者で第二次大戦後半或いは終戦直

後に食べた経験があり，しかも加工し煮るか或いは焼い

て食べたという結果でこの地域の住民は特に好んで食べ

るという傾向はみられなかった．

今回ネズミ類から本線虫は得られなかったがアフリカ

マイマイから第３期幼虫が検出され，父島と共に本線虫

の疫学上重要な意義を持つものであり，人への感染可能

性も含め，十分な予防処置が講じられるべきであろう．

２．母島沖村で採集のアフリカマイマイ171個体中１１

個体（6.4％）に広東住血線虫第３期幼虫が検出された

が，母島沖村で採集のオナジマイマイモドキ30個体，父

島大村で採集のヤマヒタチオピ４個体および父島八ツ瀬

川下口で採集のスジエビ類180個体からは全く検出され

なかった．

以上の如く母島産のアフリカマイマイから広東住血線

虫第３期幼虫が検出されたことは疫学上重要なことであ

る．

稿を終るに当り，御校閲を賜った東京医科歯科大学医

学部医動物学教室加納六郎教授に感謝の意を表します．

貝類の同定に国立博物館動物部波部忠重博士，エビ類の

同定に東京水産大学小笠原義光教授の御教示を賜わり深

謝すると共に調査にあたって同行の東京都衛生局実方孝

一氏の御援助を，また現地では東京都衛生局垣田薫明博

士，小笠原支庁村民課白坂康郎氏の協力が得られ感謝致

します．尚本論文の一部は第43回日本寄生虫学会（大阪

1974）において発表した．
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まとめ

1973年６月小笠原諸島母島で捕獲のネズミ類について

広東住血線虫の調査，また母島で採集のアフリカマイマ

イＡｃｈａ物α/Ｍｃａおよびオナジマイマイモドキルα‐

`Ｍａｃ"αoceα"ｊｃａ，父島で採集のヤマヒタチオピＥ"

g血"αi"αγoseaおよびスジエピ類肋ｍｅ,,zo九ｓp､につ

いて広東住血線虫幼虫の調査を行ない次の結果が得られ

た．

１．ドブネズミＲａＺＺ"ｓ〃oγUegicz`ｓ３５頭（雄22頭，

雌13頭）およびオガサワラハツカネズミＭ`ｓ,,J"Sc"/"S

6o,zi"e"sｉｓ雄１頭の２種が捕獲され，検査したが何れか

らも広東住血線虫は検出されなかった．

（６３）
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A SURVEY OF ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS IN THE

HAHA-JIMA, OGASAWARA ISLANDS

Eitaro HORI, Kenzi MIYAMOTO, Yoshihisa KUSUI

{Department of Medical Zoology, Faculty of Medicine, Tokyo

Medical and Dental University, Tokyo, Japan)

AND

Katsumi SAITO

{Department of Parasitology, School of Medicine, Yokohama

City University, Yokohama, Japan)

Surveys of Angiostrongylus cantonensis in house rodents as well as surveys of the 3 rd-

stage larvae of A. cantonensis in Achatina fulica and Bradybaena oceanica were made in the

Haha-jima, Ogasawara Islands in June 1973. Surveys of the 3 rd-stage larvae of A. cantonensis

in Euglandina rosea and Palaemon sp. were also made in the Chichi-jima in June 1973.

The results obtained are as follows :

1. No infection of A. cantonensis was found from 35 Rattus norvegicus and 1 Mus mus-

culus boninensis collected in Okimura area of the Haha-jima.

2. Eleven of 171 Achatina fulica (6.4%) collected in Okimura area of the Haha-jima

were found to be parasitized with the 3 rd-stage larvae of A. cantonensis. No infection of the

3 rd-stage larva of A. cantotonensis was found from 30 Bradybaena oceanica collected in Oki

mura area of the Haha-jima, from 4 Euglandina rosea collected in Oomura and from 180

Palaemon sp. collected at Yatsuse-gawa in the Chichi-jima.
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